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ごあいさつ


　本日は「ブータン~手で作る幸せ~」の図録をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。
 ブータン王国は、ヒマラヤ山脈の南麓にある小国です。国土の大半が山と谷、四季があり、亜熱帯のジャングルから万年雪が残る氷河地帯まで、自然が残る豊かな国です。多くの国民が仏教を信仰し、いたるところに僧院や寺院、仏塔がみられます。
　そんな自然豊かな国であるブータン王国について私たちの多くが持っているイメージは、おそらく「幸せ」というキーワードなしでは語れないでしょう。これは、２００５年の国勢調査で「あなたは今幸せですか？」との質問に対して「とても幸せ」「幸せ」と回答した人が９７％を占めたことが要因となります。それまで、近代化至上主義であった国々は非常に驚きました。
　そもそも、ブータン王国では１９７２年に第４代国王が提唱したGNH（Gross National Happiness=国民総幸福）があります。これはGNP（国民総生産）やGDP（国内総生産）とは異なり、経済力はないが国民が幸せに暮らせる国、無理な開発をせず、自然環境を守ることが最優先、暮らしの中の伝統文化を守り、近代化をあせらずゆっくり発展するという考え方です。
　しかしながら、私たちはブータンにたいしてただ「幸せ」というイメージのみを持っておりその要因やブータン王国がどんな国かを知っているでしょうか。
本展はブータン王国を彼らが現在でも着用しているキラやゴといった民族衣装の視点から彼らの「幸せ」な生活を紹介していきます。
　本展の開催にあたり協力いただいたブータン王国国立博物館、ブータン王立織物博物館、ブータン王立テキスタイルアカデミー、後援を賜りましたブータン王国内務文化省、写真を提供していただいた関健作氏、協力・協賛各社、関係者各位に厚く御礼申し上げます。

主催者






Message



　Thank you for coming to this exhibition,”bhutan ~te de tsukuru siawase~”, and reading this exhibition’s book.
 Kingdom of Bhutan is a small country located in the Himalayas of southern foot . Land, the majority of the mountains and valleys , there are four seasons , from the sub-tropical jungle up to the glacier area where permanent snow is left , is a rich country where nature is left . Many people believe in Buddhism , monasteries and temples everywhere , pagoda is seen .
 Image that many of us have about the Kingdom of Bhutan is such a natural rich countries , will not talk is without the keyword probably " happiness " . This is a factor that the person who answered " very happy ", " happiness " to the question of the " Are you happy now ? " In the 2005 census accounted for 97 percent . Until then , countries had a modernization supremacist was very surprised .
 To begin with, in the Kingdom of Bhutan There is a fourth generation the king was proposed GNH (Gross National Happiness) in 1972. This is different from the GNP (gross national product) and GDP (gross domestic product), economic power is not, but countries where people live happily, without unreasonable development, top priority is to protect the natural environment, in the living protect the traditional culture, it is the idea that slowly develop not rush to modernize.
 However, whether we would the factors and the Kingdom of Bhutan has the only image that just against Bhutan
 "happiness" 
knows what country.
This exhibition will continue to introduce them of the 
"happy"
 life from the point of view of the national costume, such as Kira and Go wearing the Kingdom of Bhutan, even they are currently.
 Bhutan National Museum who cooperation Upon exhibition held, Bhutan Royal Textile Museum, Bhutan Royal Textile Academy, Bhutan Interior Ministry of Culture, which was the continued sponsorship, Mr. Kensaku Seki you provide a photo, cooperation and sponsors, we are extremely grateful to whom it may concern.




ブータン王国とは


　ブータン王国は北にヒマラヤ山脈、南に密林が広がる、一見地形的に閉ざされているかに見える内陸国である。しかし実際には、チベットやインドを始めとする周辺国に挟まれながら、その遊牧民族的な気質と様々な作物や製品を用いて交易を行う、たくましい国であると言える。
　国土面積は約38,390平方キロメートルであり、九州より少し大きいくらいの面積である。平野は非常に少なく、国全体が大きな坂にのっているかのように山岳地帯の多い地形である。その標高の高さゆえに寒冷な印象を受けるブータンであるが、実際は同じ国内でも季節と場所によって気温や降水量が大きく異なる。南部と北部山岳地帯の標高差は7000メートルにも及び、それゆえにブータンの生態系は多岐に渡っている。土地利用においては、地球全体で見れば減りつつある森林面積が徐々に増えつつあることが特徴の一つとしてあげられる。その原生林の豊富さは世界で十指に数えられるほどのものである。
　こうした豊かな自然の下ブータンの人々は、竹や土を原材料とした手工芸や、細かい模様を編み込んだこだわりの染織など、彼ら自身の「手」を使った生活を長く営んできた。

「広大なヒマラヤ山脈の奥深くには、人生のあわただしさと無限の叡智を交換できる不思議な市場がある」

　11世紀の聖人ミラレパがブータンを称した言葉にもあるように、この国の人々の暮らしには、我々が普段身を置いている日常のあわただしさからは少し異なった空気が漂っている。本展覧会に出展された手工芸や手織物などブータンの暮らしに根差した作品を目にすることが、来場者の皆様がそれぞれの暮らしを見つめ直す機会となれば幸いである。









ブータンの歴史 ケンポ・プンツォク・タシ


627年　古代チベットの王ソンツェン・ガンポ(在位627-646年)が、
　　　　ブータン中央部ブムタンのジャンパ・ラカンとパロ・キチュ河
　　　　沿いのキチュ・ラカンを含む108の寺院の建設を命じる。
　　　　これによりブータン「仏教が伝播する
747年　「グル・リンポチェ」の名で知られる密教行者パドマサンバ
　　　　ヴァが、当時のブータンを形成する小国のひとつ、ブムタン王
　　　　国を治めるシンドゥ・ギェプ王の招聘によりインドからブータ
　　　　ンへ到着
　　　　王を仏教に改宗させると、ティソン・ディツェン王の招きによ
　　　　りチベットへ発つ
1616年　ブータンの守護尊が住居を与えてくれる幻視を見たシャプ
　　　　  ドゥン・ガワン・ナムギャルが、西ブータンを拠点にすべ
　　　　  くチベットからブータンへ到着し、ティンプーにチャンリ
　　　　  寺院を建てる
1627年　ポルトガルのイエズス会宣教師、エステヴァン・カゼッラ
　　　　  とジョアン・カブラルがチベットへの道のりの途中、初の
　　　　  外国人としてブータンを訪れる
1694年　第四代デシ、テンジン・ラブゲがタクツァン寺院を建設
1714年　チベットがモンゴル勢を味方にブータンを攻めるも、
　　　　  征服ならず
1907年　ウゲン・ワンチュクが政権を統一し、初代国王(ドゥク・ギ
　　　　  ャルポ)に即位
1910年　プナカ条約の締結により、1865年のシンチュラ条約の2項
　　　　  が改正される
　　　　  英国からの補助金額を10万ルピーに倍加することと、英国
  　　　　　によるブータン内政不干渉が盛り込まれる
　　　　  これに対しブータンは英国の外交指導権を認める
1926年　初代国王ウゲン・ワンチュクが崩御
　　　　  長男ジグミ・ワンチュクが第二代国王に即位
1952年　第二代国王ジグミ・ワンチュクが崩御
　　　　  息子のジグミ・ドルジ・ワンチュクが第三代国王に即位し、
　　　　  国家開発のための五カ年計画を導入
1971年　ブータンが国連に加盟
1972年　第三代国王ジグミ・ドルジ・ワンチュクが崩御
　　　　  息子のジグミ・シンゲ・ワンチュクが第四代国王に即位
1974年　第四代国王ジグミ・シンゲ・ワンチュクの戴冠式が行われる
　　　　  外国人観光客の受入れが許可される
1979年　第四代国王が、国家開発計画の基盤として「国民総幸福量」
　　　　  を提唱
1999年　テレビ、インターネットが導入される
2005年　ブータン王国憲法草案が公表される
　　　　  立憲君主制が明記され、絶対君主制から議院内閣制となる
2007年　第四代国王ジグミ・シンゲ・ワンチュクが退位
　　　　  国家評議会の選挙議員20名を選出する第一回上院選挙が行
　　　　  われる
2008年　ジグミ・ケサル・ナムゲル・ワンチュクが第五代国王に即
　　　　  位し戴冠式が行われる
　　　　  議会制民主主義に基づく初の内閣が発足
2011年　第五代国王とジェツン・ペマ・ワンチュク王妃のご成婚の
　　　　  儀が行われる
　　　　  国王、王妃 日本来日
2013年　第二回総選挙
2016年　皇太子(ギャルセイ)誕生




民族衣装


ブータンには女性の民族衣装である「キラ」、男性の民族衣装である「ゴ」が あります。1989 年から着用が義務付けられ、学校の制服、オフィスでの仕事着、 野良作業での作業着においてもこの色鮮やかな民族衣装が使用されています。
男性衣装である「ゴ」は日本の丹前に似た形の着物を大きくたくしあげ腰の ところで「ケラ」という帯で止め、膝の長さに着るものです。一方、女性衣装 の「キラ」は、「キ」=巻きつける、「ラ」=〜するものという語源が示す通り、 長方形の大きな布を「コマ」というと留め具と「ケラ」という帯で体に巻きつ けて着る巻衣です。ゴはチベットの「チュバ」を起源とする一方、キラのルー ツは全くの謎となっています。
国土の標高差は7000メートルもあり、豊富な雨量のために豊かな植物相が見 られるブータンは生地や染色の材料に恵まれ、地域によって様々な素材、模様、 色合いの衣装が作られています。今でこそインドから輸入された安価な機械織 りの生地が人気を博していますが、現在においても手織りは健在であり、普段 から自分や家族の着る服を自分で織るという女性も珍しくありません。特に晴 れ着用のキラは現在においても何ヶ月もかけて織り上げるという家庭が多いと いう点からもブータンの民族衣装には「手作り」の文化が非常によく根付いて いると言えるでしょう。
ブータンの、特に都会の人々のファッションにかける情熱は非常に高いもの があります。男性も女性も普段から民族衣装と今の流行を組み合わせ、カラー バリエーションを考えたりとおしゃれを楽しんでおります。つまり、ブータン の民族衣装は日本の着物のような変わることのない伝統衣装ではなく今の生活 に寄り添い変わりゆく生きた芸術と言えるのではないでしょうか。


 There are two traditional costumes in Bhutan, “Kira” is for woman and “Gho” for man. Since these costumes were obligated to wear in 1989, we can see everyone wears these clothes such as school uniform, office wear and work cloth.
Gho, the traditional costume for man, looks like “Tanzen” which is traditional cusume in Japan. People wear this with band called “Kera” to adjust the cloth’s length to the height of the knee. While “Kira”, the costume for woman, as its derivation that “Ki” means wound and “ra” means the thing to do suggests that the costume be wounded around the body and banded with “Koma” which is the accessory to band the cloth and band called “Kera”. While we can know that the origin of the Gho is “Tuba” which is the traditional costume in Tibet, there is the mystery where Kira is come from.
Thanks to the rich mount of rain, we can see many kinds of plants in Bhutan. Therefore the country is also rich with materials for cloth and staining. We can see many variety of cloth, design and color variation of these traditional clothes according to the area. Though many clothes that are made by machine are imported from India nowadays, there are still many people knit traditional clothes at their houses in Bhutan. Especially, Kira for ceremonial day are knitted by themselves by taking more than a month. From these current status, we can say that traditional clothes in Bhutan are strongly rooted the culture of “hand made”.
 People in Bhutan, particularly in city, strongly emphasize their passions on fashion. Not only man but also woman enjoys their dress up by coordinating their traditional costume with trendy items and thinking about their color variations. From these points, we can say that the traditional costumes in Bhutan are “the living art” that can change their styles according to the transition of the living style in Bhutan which are different from the case with Kimono the traditional clothes in Japan that is thought as an un-changing traditional clothes.












３種類の機


ブータンでは３種類の機を使い、手織りで民族衣装などの布が織られている。

・腰機
腰にベルトをかけて経糸を保持しながら緯糸を通して織るタイプの機。ブータンでは膝から腿にかけての平らな部分をパン、機をタと言い、この機をパンタと呼ぶ。３枚の布を織り、横方向に接ぎ合わせて１着のキラとなる(出品作品No.25、ジェツン王妃のキラなど)
ブータン東部で盛んに織られ、西部でも東部出身の女性たちによって織られている。

・高機
1930年代に王室の女性によって、チベットから導入されたとされる高機ティタ。ウールやヤクの毛を織るのに使用され、ティタで織る織物はパンタよりも幅が狭い。そのため、ティタで織った布は10〜10数枚を接ぎ合わせて１着のキラとなる(出品作品No.34、46など)。
ブータン中央部ブムタンはウールの産地として有名。

・カード織り
木や革、紙などのカードに穴を開け、経糸を通し、カードを回転させ、緯糸を通して織る。帯や紐に適した織物を織ることができる。ブータンでは本来は動物の革を使っていたが、都市部ではレントゲン用フィルムが利用されるようになった。４つ穴である。






文様を織り出す技法
・片面縫取織
キラの平織部分に施される文様の多くは片面縫取織である。文様部分の経糸をすくい、色糸を入れて文様を表す技法。経糸の密な平織に色糸があるため、裏面に色糸は現れない。色糸でサテンステッチのように面を埋める技法をサンマ、チェーンステッチやクロスステッチのように線を表現する技法をティマという。不規則に経糸をすくって表現する生命の樹文(シンロ)などは特に難しいとされる。

・両面縫取織り
片面縫取織と異なり、裏面に色糸が現れる縫取織。肩掛け(ラチュ)(出品作品No.51)や儀式用布(チャスイ・パンケプ)などに見られる。

・経浮織
地と文様になる経糸をあらかじめ準備して機に仕掛けて、必要な経糸を拾い出して文様を表す技法。経浮織の布は男性の民族衣装であるゴに多く用いられ、配色によってアイカプル(赤地に白と黄 出品作品No.20、29など)やルンセンマ(黄地に赤と緑 出品作品No.21、30など)のように呼称される。






素材と染料
素材
ヒマラヤ南斜面に位置するブータンは、高山から亜熱帯まで幅広い自然環境を背景に、バラエティに富んだ動植物が存在している。ブータンでは様々な素材が見られるが、特徴的な素材を紹介しよう。

野蚕(ブラ)
ブータンでブラと呼ぶ野蚕は人々にとっては憧れの素材の一つである。宗教上の理由により、殺生を嫌うブータンでは、蚕が食い破った繭を紡いで糸にする。ブラで織られた民族衣装のキラやゴ(出品作品No.20、29、51など)には独特の味がある。

ヤク
硬い外毛と柔らかで保温性の高い下毛が得られ、暖かく撥水性のある毛織物は寒冷地での使用に適している。尻尾の毛は、ラマの払子にもなる。

イラクサ
ブータン人は19世紀まで、多くの人がイラクサの布の衣服を着ていた。棘のあるイラクサから繊維を取り、衣服や袋、風呂敷、弓の弦などが作られてきた(出品作品No.66)


染料
ブータンでは、動植物を利用した天然染料による染色が行われてきた。一方、周辺地域から化学染料も流入している。代表的な染料を数種紹介する。

リュウキュウアイ
日本の藍はタデアイであるが、ブータンの藍は沖縄と同じリュウキュウアイが使われている。

ラック
ラックカイガラムシを養殖し、その分泌物から得られた染料で深い赤を染める。その生産は激減している。

茜
通常、茜は根を染材とするが、ブータンでは蔓も使う。黄味のある赤色を染める。

ウコン
黄色を染める代表的な染料の一つ。インドのカレーに入っているターメリックといえば、日本人なは馴染みがあるかもしれない。



1.導入―ブータンの暮らし―
1. クレ用フライパン（15世紀）
 　鉄　縦28.0cm 横27.0cm 厚0.7cm　ブータン王国国立博物館


クレとはブータン中央部ブムタンにおける主食の一つ、蕎麦（プタ）を使ったホットケーキ状の食べ物のことである。このフライパンはクレを焼くために使われるためのものであり、ブータンで崇敬される名工の手によって作られたと考えられる、貴重な歴史的資料である。


2. 蓋物 ダパ （現代 ）
　木、漆　径18.8cm 高9.0cm　ブータン王国国立博物館 



クレ（蕎麦粉のパンケーキ）を入れるための容器。原料は木であり漆で仕上げられている。漆を塗った蓋物や椀類はブータンの食卓には欠かせないものであり、種類が豊富である。

3. ランプ ラワン （18世紀 ）真鍮 
　高10.0cm 幅8.5cm 長18,0cm 　ブータン王国国立博物館 



ブータンのランプには、寺院に置かれる宗教儀式用のカルミと家庭で一般的に使用されるラワンとの二つに分けられるが、これは後者にあたる。電力の普及に伴い需要が下がりつつあるラワンであるが、1950年代頃まではよく使われていた。その多くが銅製であり、縦長で、先端に細長い口が付いている。芯糸は手縒りであり、長く均等に燃えるよう底に這わせるという工夫がなされている。全体は蓮の花びらを模した形に装飾されており、こうした一般家庭の生活用品にも職人たちが業を惜しまなかったことが伺える。
4. 酒筒 チャン・パラ （19世紀 ）
　竹、銅　高50.5cm 径12.0cm　ブータン王国国立博物館 



ブータンでは竹工芸・竹細工が盛んであり、この酒筒の他にも、容器や弁当籠など様々な工芸品が作られてきた。チャン・パラは主に酒を入れて運ぶために使用される。ブータンのアルコールはワインやビール、ウイスキーなど種類が豊富だが、伝統的な地酒アラがとりわけ有名である。このチャン・パラは50cmと比較的大きく、持ち運びやすくするための紐が付けられていることから、外出用と想定される。
5. 酒筒 チャン・パラ （1999年頃 ）
　木、金属　高24.5cm 径11.0cm　ブータン王国国立博物館 

6. 杯 ホップ 
　1999年頃 
　木、銀 
　高4.6cm 径10.0cm 
　ブータン王国国立博物館 


こちらのチャン・パラはNO.4のものに比24cmと小さめであり、材料も竹ではなく木である。全体が金属で装飾されている。
右の杯はチャン・パラと対になっている、酒を注ぐための杯。銀で形作られた盃の周りを木で覆い持ちやすくしたデザインである。

7. 惣菜の器 ツォマイドゥプ （20世紀初期 ）
　木、銅　高27.5cm 縦33.0cm 横25.3cm　ブータン王国国立博物館 



通常ブータンの料理は木や竹の器で給仕されるが、大きな集まりではこのような器におかずが入れられる。ブータンの木工作品は、一般的には容器の外側には黄色、内側には黒色に漆を塗るが、このツォマイドゥプの場合は外側にも黒色を塗ることで美的効果が発揮されている。胴部にある模様は、長寿を意味する文字を、銅板を切り抜いて表したものである。
8. 竹櫃 ツェゼム （20世紀初期 ）
　竹、籘、革　高61.5cm 幅65.0cm 奥行29.0cm　ブータン王国国立博物館 


ツェゼムとは竹で作られたスーツケースのことであり、ブータン東部で作られる、珍しい工芸品である。一般的に長方形でぴったりとした蓋が付いており、大きさは様々である。このツェゼムは上部と下部が革で補強されており、馬に乗せても大丈夫なように蓋と本体を結ぶ紐が付けられている。
9. キンマ容器 ティミィ 
　20世紀 
　銀に鍍金 
　高4.5cm 縦12.5cm 横8.0cm 
　ブータン王国国立博物館 



南・東南アジア等で広く見られる嗜好品であり、これを入れるための容器や道具作りが各地域で発展した。金属を使ったものや漆を用いたものなど様々なものがある。
10. キンマ容器 チャカー （20世紀 ）
　銀に鍍金　高4.5cm 径8.0cm　ブータン王国国立博物館 


檳樃樹の実と石灰を葉で包んだ嗜好品であり、噛むことで嗜む。チャカーにはドマと呼ばれる檳樃樹の実とそれを包む葉が収められる。
11. バッグ ペチュ （20世紀）
　木綿　縦53.0cm 横50.0cm　ブータン王立織物博物館 



近代化以前のブータンでは、このペチュと呼ばれる袋に旅の必需品や荷物を入れて持ち運ぶことが一般的であった。このペチュは木綿であるが、イラクサ織りの布を使った風呂敷なども物を運ぶためによく用いられている。
12. 膝掛 チャクスィ=パンケップ 
　19世紀中-後期 
　綿、抽糸 
　縦253.0cm 横97.6cm 
　個人蔵 



13. 膝掛 チャクスィ=パンケップ 
　19世紀中頃 
　綿、抽糸 
　縦240.4cm 横88.4cm 
　個人蔵 



14. 膝掛 チャクスィ=パンケップ 
　20世紀中期 
　綿、抽糸 
　縦290.0cm 横82.1cm 
　個人蔵 



15. 膝掛 チャクスィ=パンケップ 
　19世紀中期 
　抽糸 
　縦320.0cm 横79.0cm 
　個人蔵 



No,12～15のチャクスィ＝パンケップは、両面縫取り織りの技法を用いて織られた三枚接ぎの布を指し、伝統的には王が食後に洗った手を拭くためのものとして用いられてきた。チャクスィは「手洗い」を、「パンケップ」は「膝掛」を意味する。実際の用途はもっと広く様々な場面で用いられる。タシゴン地方で織られ、中央に吉祥菱形文様が確認できることが多い。
16. 男性用衣装 ゴ （20世紀 ）
　絹　長155.0cm 幅196.0cm　ブータン王国国立博物館 



ゴはブータンで最も一般的な男性用衣装である。やや膝上のシンプルな形の衣装で、動きやすくするために脇は三角の当て布が施されている。袖の長い白シャツの上に着て、シャツの袖をゴの袖の上に折り直す着方が主流である。ゴの下に着る白いシャツの折り返しや襟から出る幅は地位によって異なり、地位が高くなるほど幅広になっていく。





17. 女性用衣装 キラ 
　20世紀 
　絹 
　縦151.0cm 横236.0cm 
　ブータン王国国立博物館 







女性用民族衣装、キラ。複数枚の布を縫い合わせた約1.5×2.5メートルの布である。身体に巻きつけて着用する衣装だが、インドのサリーなどとは巻き方は異なる。
キラを着用する際には、まず長袖のオンジュを着、その上にキラをコマと呼ばれるブローチと帯で着つける。伝統的スタイルのフル・キラは、上半身と下半身を共に覆う大きさがあるが、現代では下半身のみを覆う巻きスカート状のハーフ・キラが普及している。





19. 女性用肩掛け ラチュ 
　20世紀 
　木綿、絹 
　縦128.0cm 横12.0cm 
　ブータン王国国立博物館 






着つけたキラの上に羽織る上着、テゴ。キラの下に着たオンジュの袖と一緒に折り返す。このオンジュの折り返しの長さは地位により異なるため注意が必要だが、これらの布の選び方は着る人のセンスの見せどころ。また、テゴには中国製の絹や紋織布が用いられることが多い。





18. 女性用上着 テゴ 
　20世紀 
　絹 
　幅188.0cm 長75.0cm 
　ブータン王国国立博物館 







女性用肩掛けのラチュは、ブータンの女性が正装する際に必ず着用するアイテム。寺院やゾンと言われる城塞に入る時、高位の人物や高僧に面会する時、儀式や式典に参加する時などに必須のもの。ふつう左肩に掛けて着用するが、王族の女性は領巾のように両肩にラチュを掛けて左右に垂らして着用することもある。




2.ブータンの民族衣装




ゴ　Gho



ゴはブータンで最も一般的な男性用衣装である。やや膝上のシンプルな形の衣装で、動きやすくするために脇は三角の当て布が施されている。袖の長い白シャツの上に着て、シャツの袖をゴの袖の上に折り直す着方が主流である。ゴの下に着る白いシャツの折り返しや襟から出る幅は地位によって異なり、地位が高くなるほど幅広になっていく。





20. 男性用衣装 ゴ (20世紀)
　野蚕(ブラ)　長148.0cm 幅325.4cm　ブータン王国国立博物館 









21. 男性用衣装 ゴ 
　20世紀後期 
　絹 
　長152.0cm 幅208.0cm  
　ブータン王立織物博物館








22. 男性用衣装 ゴ 
　20世紀初-中期 
　抽糸 
　長118.0cm 幅92.0cm 
　個人蔵









23. 男性用衣装 ゴ 
　1950-1975年 
　綿 
　長121.0cm 幅90.0cm 
　個人蔵 







これらのゴは両面縫取織の技法で織られていて裏地も施されている。




24. 男性用肩掛け カマール 
　20世紀初-中期 
　抽糸 
　縦384.5cm 横109.6cm 
　個人蔵







カマールは中央を白地、両端を赤地にした３枚構成の肩掛けで、村の長や構想などの要職にある男性によって用いられる。現在はブータン各地でこのような肩掛けは織られている。




キラ　Kira


女性衣装 の「キラ」は、「キ」=巻きつける、「ラ」=〜するものという語源が示す通り、 長方形の大きな布を「コマ」というと留め具と「ケラ」という帯で体に巻きつ けて着る巻衣です。ゴはチベットの「チュバ」を起源とする一方、キラのルー ツは全くの謎となっています。






25. 女性用衣装 キラ 
　20世紀 
　絹 
　縦158.0cm 横248.0cm 
　ブータン王国国立博物館







キラの用いられる布には非常に多くの種類がある。これは、キシュタラあるいはクシュタラと呼ばれるタイプのもの。白地に片面縫取織で精緻な文様が織り込まれている。このような片面縫取織は、表面から見ただけでは華やかな刺繍に見えるが、裏を返してみると全くその模様が出ていない。





26. 女性用衣装 キラ(19世紀後期)
　木綿、ウール、金属糸　縦140.0cm 横240.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー






キラの織技法には片面縫取織、両面縫取織、浮織、平織、綾織の技法があり、数種類の技法が組み合わされて一枚の布の中に表現されることもある。
これは三枚の布を接ぎ合わせて一着に仕立てているもの。平織で布を織りながら、経糸を拾って文様部分にだけ色糸を織り込んでいる。裏側からは片面縫取織で織られている。





27. 女性用衣装 キラ（20世紀後期）
　木綿、絹、金属糸　縦154.0cm 横244.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー







キラにはデザインや地色、素材などにより多数の呼称がある。このキラは地色が黒のため、ゾンカ語で黒を意味するノシャム・キラと呼ばれる。そこに色鮮やかな文様が片面縫取織で表わされている。端の方に生命の樹文「シングロ」が織られている。




28. 女性用衣装 キラ（20世紀後期）
　木綿、絹　縦142.0cm 横236.0cm　ブータン王国国立博物館






キラの素材には、絹、木綿、野蚕ブラ、ウールなどがある。中でも、最も上質なのは絹で織られたもので、それらは祭礼など特別な場で着用され、世代を超えて受け継がれていく。
ここに表わされている組み紐のような模様も、チベット仏教の古典的な模様である。




29. 女性用衣装 キラ
　20世紀中期
　野蚕(ブラ)　
　縦130.0cm 横270.0cm　
　ブータン王立織物博物館






地色と異なる色糸の経糸を文様になるよう織り出す技法を、経浮織（たてうきおり）という。ブータンの織物において最も頻繁に使われる片面縫取織に次いで、度々用いられる技法である。
このキラのように、赤地に黄色あるいは赤地に白色の経浮織がストライプ状に配置されたタイプのものを、アイカプルと呼ぶ。ここではその間の無地部分に片面縫取織が併用されている。




30. 女性用衣装 キラ（20世紀中期）
　絹、金属糸　縦137.0cm 横276.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー







経浮織と片面縫取織の併用のキラ。経浮織部分は、黄色の地色に緑色あるいは赤色で模様を織り出す、ルンセルマと呼ばれる。経浮織の布は糸の細さや本数によって「～の脚」と言い、使える布のランクが身分によって定められ数が多いほど上等になる。ブータンの織物の工程中、経糸を準備する整経は必ず2本単位で行われる。このキラは「7つの脚のルンセルマ」と呼ばれ上等の部類に入る。





31. 女性用衣装 キラ 
　20世紀 
　野蚕(ブラ) 
　縦120.0cm 横264.0cm 
　ブータン王国国立博物館






文様部分に野蚕ブラが使用されたルンセルマ・キラ。ブラは、数ある野蚕の中でもエリ蚕という種類である。木綿と見紛うような質感を持つ、貴重な素材である。




32. 女性用衣装 キラ（20世紀後期）
　絹　縦140.0cm 横268.0cm　ブータン王立織物博物館






経浮織の中で、赤地に黄色で模様を織り出した布。ここには、経浮織のない平織部に片面縫取織で様々な模様が示され、神聖なものの象徴とされる万字模様や、シングロが表わされている。
さらに、このキラは経浮織部分の経糸の本数から11脚（経糸22本）で、細い糸を使用している。このようなキラが最上級の布とされている。





33. 女性用衣装 キラ 
　20世紀後期 
　木綿、絹 
　縦145.0cm 横276.0cm 
　ブータン王国国立博物館 






全面に片面縫取織で花模様を表わしている。この片面縫取織は、刺繍でいうサテンステッチのように面で埋めるサンマと、チェーンステッチのように線を表現するティマが主な技法としてある。織りは、一日数センチという気の遠くなるような作業である。しかし、その担い手であるブータンの女性たちは、織ることに手間と時間を惜しまない。上級品を任されるほどの織り手たちは、現在でも競うようにして、技術やデザイン性の向上を目指している。





34. 女性用衣装 キラ 
　20世紀後期 
　ウール、絹 
　縦146.0cm 横240.0cm 
　ブータン王立織物博物館






ウールに絹で文様を表わしたキラ。織幅が狭く、10本の布を縫い合わせて一枚に仕立てられている。一般的にウールはブムタンなどブータン東部で織られ、格子の中に置かれた文様が特徴的である。文様は片面縫取織によるもの。






35. 女性用衣装 キラ（現代）
　ウール、絹　縦146cm 横222.0cm　ブータン王立織物博物館






№34と同じくウールに絹糸で文様を表わしたキラ。また11本の布で縫い合わせられている。菱形あるいは三角形の多彩な花模様が散りばめられたデザインは、現代に生まれた新しい意匠で、ペサルと呼ばれる。ブータンの優れた織り手は、従来の柄と織技術を使いながら、その組み合わせで新しい文様や独自のキラを続々と作りだしている。織り手は、織そのものの技術だけではなく、時に織技術以上に、そのデザイン能力の高さが求められるのである。





36. 女性用衣装 キラ 
　20世紀 
　ウール 
　縦140.0cm 横132.0cm 
　ブータン王国国立博物館







ウールのみで織られたキラ。表面の文様の表れ方から、№35同様の片面縫取織によるものと考えられる。組み紐模様と四角い模様の連続が整列しているデザインが特徴的である。





37. 女性用衣装 キラ(クシュタラ) 
　19世紀後期 
　抽糸、綿 
　縦258.8cm 横141.8cm 
　個人蔵








38. 女性用衣装 キラ(クシュタラ) 
　19世紀中-後期 
　抽糸、綿 
　縦260.5cm 横144.1cm 
　個人蔵








39. 女性用衣装 キラ(クシュタラ) 
　19世紀後期 
　抽糸、綿 
　縦247.2cm 横133.6cm 
　個人蔵









40. 女性用衣装 キラ(クシュタラ) 
　19世紀中-後期 
　抽糸、綿 
　縦242.0cm 横132.0cm 
　個人蔵









41. 女性用衣装 キラ(ラセ=サオタラ) 
　19世紀中-後期 
　抽糸、綿 
　縦258.1cm 横146.3cm 
　個人蔵









42. 女性用衣装 キラ(ノシェム) 
　20世紀初期 
　生糸、金糸、綿 
　縦254.4cm 横146.2cm 
　個人蔵









43. 女性用衣装 キラ(ノシェム) 
　20世紀初-中期 
　抽糸、綿 
　縦244.0cm 横134.3cm 
　個人蔵









44. 女性用衣装 キラ(ルンセラマ) 
　20世紀初期 
　生糸 
　縦276.2cm 横144.6cm 
　個人蔵









45. 女性用衣装 キラ(メンシィ=マタ) 
　1950-75年 
　綿、ウール、金糸 
　縦254.3cm 横143.7cm 
　個人蔵









46. 女性用衣装 ホタ・キラ 
　20世紀中期 
　ウール 
　縦130.0cm 横204.0cm 
　ブータン王立織物博物館







栗色と青色で染められた十字文があるキラ。このような多色の縞に十字文の組み合わせは、ブータンの北側に位置するチベット由来のデザインである。キラの他、テゴなどの衣服の一部にも用いられる。





47. 女性用上着 テゴ（20世紀）
　ベルベット　幅167.5cm 長50.0cm　ブータン王国国立博物館









48. 女性用上着 テゴ（20世紀）
　絹　幅175cm 長60.0cm　ブータン王国国立博物館









49. 女性用上着 ノーナム=トートゥン（1950-75年）
　抽糸、綿　縦62.0cm 横49.0cm　個人蔵









50. 女性用上着 トゥコ（20世紀初-中期）
　ウール　縦80.0cm 横50.0cm　個人蔵









51. 女性用肩掛け ラチュ 
　20世紀 
　野蚕(ブラ) 
　縦138.0cm 横59.0cm 
　ブータン王立織物博物館







ブラで織られたラチュ。横縞の間に配置された文様は両面縫取織で織られている。そのため、片面縫取織と異なり裏側にも文様が現れる。赤紫に近い色味の茜色は、おそらくラック染めである。ラックとは、ラックカイガラムシの分泌物を使って赤を染める染料のこと。ラックはブータンの伝統的な天然染料だが、現在使われている染料の多くはインド産である。





52. 女性用肩掛け ラチュ 
　20世紀初期 
　綿、抽糸 
　縦276.9cm 横65.5cm 
　個人蔵









53 女性用肩掛け ラチュ 
　19-20世紀 
　抽糸 
　縦384.5cm 横109.6cm 
　個人蔵









54. 女性用エプロン ドンケプ（20世紀）
　絹、紋織絹、木綿　長78.0cm 幅54.0cm　ブータン王立織物博物館







キラの上に前かけとして着用されるエプロン。チベット文化では、エプロンは既婚者であることを示すが、現代ではほとんど見かけることがない。ただ、多彩のストライプの絹布を3枚接ぎし、上部左右に三角布をつけるデザインはチベット式のものである。
なお、ブータンでは伝統的には結婚式を行わない。しかし、近年富裕層や外国留学経験者の間で披露宴を行うようになってきており、それにしたがい新婚の祝い品として民族衣装の布を送ることもある。





55. ラヤ族女性用衣装（20世紀）
　ウール、竹など　(上着)長73.0cm 幅145.0cm　ブータン王国国立博物館







チベットに接するブータン北部を中心に住む少数民族のラヤ族は、独自の民族衣装ラヤッパを身に着ける。ここには上着、下衣、竹で編んだ帽子のヤナ、ネックレスにエプロンがある。上着の襟や袖口に中国の紋織布が使用されている。





56. ラヤ族女性用衣装（20世紀頃）
　ウール　縦101.6cm 横210.9cm　ブータン王立織物博物館







ラヤッパは、ブータンのかなり古い時代からの衣装であったと考えられている男女同型の巻衣である。しかし、現在ではラヤ族男性の大部分がゴを着ているために、ラヤッパは男女異型と誤解されることがある。
この衣装は、ウールの綾織布を3枚接ぎ合わせて仕立てられており、着用する際には巻きスカートのように下衣として着る。





57. ラヤ族女性用上着 ジャロ・ホタ（20世紀後期）
　ウール　長79.0cm 幅162.0cm　ブータン王立織物博物館







黒いウールと縞布ホタで作られた上着である。このような厚手の織物は高地での生活には欠かせない。毛織物を作る際には、自給可能な家畜のヤクの毛で作る。羊のように一頭丸々刈りとるのではなく、織物に適した部位の毛を少しずつ刈り蓄め、必要量に達した時に織物する。




ケラ　Kera




58. 帯 ケラ 
　20世紀初期 
　綿、生糸、抽糸 
　長237.7cm 幅47.8cm 
　個人蔵

59. 帯 ケラ 
　20世紀初期 
　綿、生糸、抽糸 
　長247.9cm 幅39.9cm 
　個人蔵








60. 帯 ケラ
　20世紀初期
　綿、抽糸　
　長305.4cm 幅45.3cm　
　個人蔵 







ケラは、キラやゴを着用する際に腰に締めるベルトとして使用される。




ヤタ・チャルカプ　Yata-Charukapu




61. レインコート ヤタチャルカプ 
　20世紀 
　ウール 
　縦118.0cm 横120.0cm 
　ブータン王立織物博物館 









62. レインコート ヤタチャルカプ 
　19世紀後期 
　ウール 
　縦176cm 横110.0cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







ブータンでは昔ヤクや羊の毛を織った布が雨除けとして使用された。夏のモンスーン期には、彼らにとって雨被いは必需品で、歩く時はいつも背負っていたという。





ヤタ　Yata


ブータンでも日本と同様寒冷時にマフラーが使用される。マフラーの素材は主にヤクやウール。高機の幅に織られた布に、ピンク、青、赤、オレンジ、緑の色彩による様々なモティーフが片面縫取織で散りばめられている。









63. マフラー ヤタ
　20世紀 
　ウール 
　縦320.0cm 横46.0cm 
　ブータン王立織物博物館 









64. マフラー ヤタ（20世紀後期）
　ウール　縦340.0cm 横44.0cm　ブータン王国国立博物館 









キシュン　Kisyun


キシュンはブータンの衣装ではめずらしい貫頭衣スタイルである。かつては、宗教舞踏や式典の際に高僧が着用していた。シンカに類似しているが、両脇の三角当て布はなく、かわりに縫取織による文様が施される。この縫取織の技法は、キラに見られる縫取織と同様で、手紡ぎ木綿の平織に野蚕による片面縫取織が施される。天然染料で染められている。ブータン東部で古くから存在してきたキシュンに使用される片面縫取織などの文様織りが、西部から広まった女性用の衣服キラの文様へ取りこまれていったという仮説が立てられる。








65. 貫頭衣 キシュン
　18世紀
　木綿、野蚕(ブラ)　
　長119.0cm 幅78.0cm　
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 









66. 貫頭衣 キシュン（18-19世紀）
　イラクサ、ウール　長127.0cm 幅83.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







ブータンではイラクサの繊維を使ってユラという布が織られる。このシンカはイラクサの平織に、ウールの片面縫取織で動物文などが施されている。天然染料で染められている。
イラクサの布は、19世紀まで多くのブータン人に着用されていた。イラクサとは、ブータン南部の照葉樹林帯の樹下に生育している植物である。この草の皮から繊維をとり、糸を作り、布を織る。一時期イラクサ織物は姿を消してしまったが、現在は再興の動きにある。






67. 貫頭衣 キシュン 
　19世紀 
　木綿、イラクサ 
　長125.0cm 幅91.0cm 
　ブータン王立織物博物館 









68. 貫頭衣 キシュン 
　18世紀 
　綿、抽糸、ウール 
　長105.4cm 幅76.8cm 
　個人蔵 









69. 貫頭衣 キシュン 
　18世紀 
　綿、抽糸、ウール 
　長131.5cm 幅42.2cm 
　個人蔵 









70. 貫頭衣 キシュン 
　18世紀 
　綿、抽糸、ウール 
　長136.4cm 幅42.6cm 
　個人蔵 









71. 貫頭衣 キシュン 
　18世紀 
　綿、抽糸、ウール 
　長140.8cm 幅39.4cm 
　個人蔵 









シンカ　Sinca


シンカは、ブータンの民族衣装の中ではたいへん珍しい貫頭衣形式である。古い様式を伝えるものと考えられている。構成は、赤または青のウールと脇の三角形の当て布というシンプルなものである。一方、デザインは首周りと脇の三角布に施されたアップリケによって変化に富んだ印象を与えている。
貫頭衣のシンカやキシュンは、ブータン東部に遺されて、シャーマニズムの伝統を受け継いでいると言われる。宗教儀式の際にはシンカが着用され、舞踏が行われる。





72. 貫頭衣 シンカ 
　18世紀 
　ウール、絹、その他 
　長119.0cm 幅86.0cm 
　ブータン王立織物博物館 







ウールの深い青色は藍染めによるもの。世界的に藍をとる植物として、日本や中国の中・北部で使われるタデアイ、ヨーロッパのタイセイ、インドを中心とした広範囲で使われるインジゴ、沖縄や台湾、中国南部や東南アジアで使われるリュウキュウアイの4種が挙げられ、藍染色用植物の4大文化圏を作っている。ブータンの藍はリュウキュウアイである。




73. 貫頭衣 シンカ 
　19世紀 
　ウール、木綿 
　長123.0cm 幅84.0cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 









74. 貫頭衣 ラオシンカ 
　18世紀 
　ウール、絹 
　長119.2cm 幅37.3cm 
　個人蔵 









75. 貫頭衣 ノシンカ 
　18世紀 
　ウール、絹、ビロード 
　長123.5cm 幅33.2cm 
　個人蔵 

これは、青(ノシンカ)のウール地を使用したシンカである。







76. 貫頭衣 ラシンカ 
　18世紀 
　ウール、絹 
　長111.7cm 幅41.5cm 
　個人蔵 









77. 女性用留め具型ブローチ コマ、ジャプタ 
　19世紀 
　金、銀、鍍金、トルコ石 
　全長74.0cm 
　ブータン王国国立博物館 







伝統的な留め具（No.78）の形状をコマに取り入れたもの。二つのピンを繋ぐチェーンが胸元を飾り、華やかな印象を与える。




78. 女性用留め具 ティンカプ 
　20世紀 
　銀 
　全長23.0cm、幅6.4cm 
　ブータン王立織物博物館 







ブータン女性の民族衣装キラは、一枚の大きな布を体に巻きつけ、両肩で前後の布を留めて着用する。このような大きなピン状の留め具でキラを留める方法はコマが現れる以前の古いスタイルである。





コマ　Koma


コマは、第二代国王ジグメ・ドルジ・ワンチュクの治世までに登場したブローチで、ブータン女性の民族衣装キラの着用には欠かせないものである。裏側の両端に爪状の鉤(カギ)が付いている。大きな一枚の布であるキラを体に巻きつけ、左右の肩でキラにコマを引っ掛けて吊り、帯を固く締めて着用する。










79. 女性用ブローチ コマ 
　20世紀 
　銀 
　高2.0cm 径5.8cm 
　ブータン王国国立博物館 









80. 女性用ブローチ コマ 
　20世紀 
　銀に鍍金、緑色の石 
　径7.0cm 
　ブータン王国国立博物館 









82. 女性用ブローチ コマ、ジャプタ 
　20世紀 
　銀に鍍金、緑色の石 
　全長39.0cm 
　ブータン王国国立博物館 

二つのコマを繋ぐジャプタには、エンドレス・ノット(永遠の結び)のモティーフが使われている。







81. 女性用ブローチ コマ、ジャプタ 
　20世紀 
　銀に鍍金、トルコ石 
　(コマ)高2.7cm 径7.0cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







コマの多くは銀製で、透かし彫りや鍍金によって花や龍の文様が表現される。チェーンには金剛杵(しょ)や法輪、エンドレス・ノット(永遠の結び)といった宗教的あるいは吉祥的モティーフが繰り返され、ネックレスのように女性の胸元を飾るチャームポイントにもなる。





ガウ　Gau




83. お守り ガウ 
　19世紀 
　銀 
　最大径9.4cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 

このお守りは中央の石が失われ、下げるための紐が付属している。





ブータンは、インドの大師グル・パドマサンバヴァによって7世紀に仏教が伝えられる以前は悪霊によって征服された土地であると考えられていた。ブータンの多くの場所はサドゥという悪霊によって占拠されていた。お守りは、悪い力を避けるために、人が棲まない地域を通る旅人、戦いへ赴く兵士などによって、首にかけられた。お守りは目的によって形や大きさ、素材が異なっていたが、種類を問わず、お守りの内部に聖なる経典が丸めて納められた。お守りは布や粘土、竹や固いワックスもしくは金属で作られた。
このお守りは中央の石が失われ、下げるための紐が付属している。






84. お守り ガウ 
　20世紀 
　銀、トルコ石、赤色の石 
　径9.5cm 
　ブータン王国国立博物館 









85. レインコート用ブローチ 
　20世紀 
　銀、トルコ石、赤石 
　長13.7cm、幅15.2cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







ヤクや羊の毛で織られたレインコート(雨被い)を背負う際に、胸元で留めるためのブローチ。裏側にはコマ同様に向かい合った鉤状のピンがあり、布にひっかけて使用する。




86. 女性用頭飾り ルムナン（19世紀）
　銀、トルコ石　全長22.0cm 幅1.5cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







中央部にトルコ石が象嵌(ゾウガン)され、左右に三本のチェーン、その先に大きな輪がついており、額上部に着用する。特別な場合に使用された。





87. 耳飾り シンチュ（20世紀後期）
　金、トルコ石　高2.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







耳飾りは金製あるいは銀製で、トルコ石やその他の貴石を象嵌したものが着用されてきた。




88. 腕飾り ドプチュ（19世紀後期）
　銀、トルコ石　最大径7.1cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







かつて女性たちはこのような腕飾りを身につけていたが、近年、より軽いものが好まれるようになっている。ドプチュでは、銀や金が特別なデザインで彫金される。これは、花文様が巡らされ、端にトルコ石の象嵌が施されたものである。




89. 指輪 ズキ 
　20世紀後期 
　銀、トルコ石 
　高2.0cm、幅1.2cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 







指輪は女性、男性ともに着用される。指輪は金銀細工師によって制作され、トルコ石や猫の目を意味する瑪瑙(めのう)などの貴石が象嵌される。魔除けとして、金の指輪が特に好まれる。





90. 指輪 ズキ 
　20世紀後期 
　銀、赤石 
　高2.0cm、幅1.2cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 

これは、ブータンで指輪の素材として好まれる金で作られたものである。







91. 指輪 ズキ 
　20世紀後期 
　金、トルコ石 
　高2.0cm、幅1.2cm 
　ブータン王立テキスタイルアカデミー 











92. 首飾り ジュル 
　現代 
　人造珊瑚、トルコ石
　径27.5cm 
　ブータン王立織物博物館 







ジュルとは元来珊瑚を示す言葉であるが、珊瑚で作られることが多いネックレスの総称としても用いられる。ブータン女性の民族衣装の胸元を飾る必須アイテム。




93. 首飾り ジュル 
　現代 
　赤石、トルコ石、真珠 
　全長91.6cm 
　ブータン王立織物博物館 







赤、緑、白の３色のコントラストが女性の首元を鮮やかに彩る。左右対象の規則的なデザインである。






3.ブータン王室 


　現ブータンの国王のジグミ・ケサル・ナムゲル・ワンチュク氏はブータンの第4代国王ジグミ・シンゲ・ワンチュク氏の長男として生まれました。容姿端麗で優しい性格の彼は国内外問わず好かれています。
　第5代国王として聞いてわかるように、ブータンに国王が誕生したのは割と最近のことです。初代国王ウゲン・ワンチュク氏が国王として即されたのが1907年なので、ほんの100年前の出来事なのです。しかし、歴史は浅くとも民主化が発達していて、「幸せの国」として知られるブータンでは国王の存在をみんなが讃え、尊敬しています。国王が国民の幸せとは何かをしっかりと考え、また彼自身も国民を敬っているからでしょう。お互いしっかりと尊重する、この姿勢が本当に「幸せの国」を作るヒントなのかもしれません。






94. 初代国王ウゲン・ワンチュクの帽子 
　20世紀 
　金襴、銀に鍍金 
　高13.0cm 径27.0cm 
　ブータン王国国立博物館 









95. 第二代国王の衣装 ゴ 
　20世紀初期 
　絹 
　長142.0cm 幅194.0cm 
　ブータン王国国立博物館 









96. 玉座カバー ティケプ（20世紀 ）
　ウール、木綿　縦69.0cm 横130.0cm　ブータン王立織物博物館 









97. 玉座カバー ティケプ（19世紀 ）
　木綿、野蚕(ブラ）縦28.8cm 横63.0cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 









98. 天蓋（19世紀 ）
　木綿、野蚕(ブラ)　縦98.0cm 横54.7cm　ブータン王立テキスタイルアカデミー 









99. 王妃の衣装 ウォンジュ（現代 ）
　絹　長57.0cm 幅190.5cm　ブータン王室 









100. 王妃の衣装 クテ（現代 ）
　絹　長60.0cm 幅190.5cm　ブータン王室 









101. 王妃の衣装 キラ（現代 ）
　木綿、絹　縦122.5cm 横237.5cm　ブータン王室 









102. 国王の衣装 ゴ（現代 ）
　絹　長152.0cm 幅161.0cm　ブータン王室 








出品作品リスト・解説


凡例
作品情報は、作品番号、展示品名、年代、素材、寸法、所蔵先を記してある。

Notes
The order of data is as follows; Production’s number, Title, Date, Material, Size and Owner.

１.導入—ブータンの暮らしー
1.クレ用フライパンゴラン
15世紀
鉄縦28.0cm 横27.0cm 厚0.7cm
ブータン王国国立博物館
クレとはブータン中央部ブムタンにおける主食の一つ、蕎麦（プタ）を使ったホットケーキ状の食べ物のことである。このフライパンはクレを焼くために使われるためのものであり、ブータンで崇敬される名工の手によって作られたと考えられる、貴重な歴史的資料である。

2.蓋物ダパ
現代
木、漆径
18.8cm 高9.0cm
ブータン王国国立博物館
クレ（蕎麦粉のパンケーキ）を入れるための容器。原料は木であり漆で仕上げられている。漆を塗った蓋物や椀類はブータンの食卓には欠かせないものであり、種類が豊富である


3.ランプラワン
18世紀
真鍮
高10.0cm 幅8.5cm 長18.0cm
ブータン王国国立博物館
ブータンのランプには、寺院に置かれる宗教儀式用のカルミと家庭で一般的に使用されるラワンとの二つに分けられるが、これは後者にあたる。電力の普及に伴い需要が下がりつつあるラワンであるが、1950年代頃まではよく使われていた。その多くが銅製であり、縦長で、先端に細長い口が付いている。芯糸は手縒りであり、長く均等に燃えるよう底に這わせるという工夫がなされている。全体は蓮の花びらを模した形に装飾されており、こうした一般家庭の生活用品にも職人たちが業を惜しまなかったことが伺える。

4.酒筒チャン・パラ
19世紀
竹、銅
高50.5cm 径12.0cm
ブータン王国国立博物館
ブータンでは竹工芸・竹細工が盛んであり、この酒筒の他にも、容器や弁当籠など様々な工芸品が作られてきた。チャン・パラは主に酒を入れて運ぶために使用される。ブータンのアルコールはワインやビール、ウイスキーなど種類が豊富だが、伝統的な地酒アラがとりわけ有名である。このチャン・パラは50cmと比較的大きく、持ち運びやすくするための紐が付けられていることから、外出用と想定される。

5.酒筒チャン・パラ
1999年頃
木、金属
高24.5cm 径11.0cm
ブータン王国国立博物館
こちらのチャン・パラはNO.4のものに比24cmと小さめであり、材料も竹ではなく木である。全体が金属で装飾されている。

6.杯ホップ
1999年頃
木、銀
高4.6cm 径11.0cm
ブータン王国国立博物館
No.5のチャン・パラと対になっている、酒を注ぐための杯。銀で形作られた盃の周りを木で覆い持ちやすくしたデザインである。


7.惣菜の器ツォマイドゥプ
２０世紀初期
木、銅
高27.5cm 縦33.0cm 横25.3cm
ブータン王国国立博物館
通常ブータンの料理は木や竹の器で給仕されるが、大きな集まりではこのような器におかずが入れられる。ブータンの木工作品は、一般的には容器の外側には黄色、内側には黒色に漆を塗るが、このツォマイドゥプの場合は外側にも黒色を塗ることで美的効果が発揮されている。胴部にある模様は、長寿を意味する文字を、銅板を切り抜いて表したものである。

8.竹櫃ツェゼム
２０世紀初期
竹、籐、革
高61.5cm 幅65.0cm 奥行29.0cm
ブータン王国国立博物館
ツェゼムとは竹で作られたスーツケースのことであり、ブータン東部で作られる、珍しい工芸品である。一般的に長方形でぴったりとした蓋が付いており、大きさは様々である。このツェゼムは上部と下部が革で補強されており、馬に乗せても大丈夫なように蓋と本体を結ぶ紐が付けられている。



9.キンマ容器ティミィ
２０世紀
銀に鍍金
高4.5cm 縦12.5cm 横8.0cm
ブータン王国国立博物館
キンマとは南・東南アジア等で広く見られる嗜好品であり、これを入れるための容器や道具作りが各地域で発展した。金属を使ったものや漆を用いたものなど様々なものがある。ティミィは長方形の形をしており、主に石灰収める。

10.キンマ容器チャカー
２０世紀
銀に鍍金
高4.5cm 径8.0cm
ブータン王国国立博物館
キンマとは檳樃樹の実と石灰を葉で包んだ嗜好品であり、噛むことで嗜むものである。チャカーにはドマと呼ばれる檳樃樹の実とそれを包む葉が収められる。

11.バッグペチュ
２０世紀
木綿
縦53.0cm 径8.0cm
ブータン王立織物博物館
近代化以前のブータンでは、このペチュと呼ばれる袋に旅の必需品や荷物を入れて持ち運ぶことが一般的であった。このペチュは木綿であるが、イラクサ織りの布を使った風呂敷なども物を運ぶためによく用いられている。

12.膝掛チャクスィ＝パンケップ
19世紀中–後期
綿、抽糸
縦253.0cm 横97.6cm
個人蔵

13.膝掛チャクスィ＝パンケップ
19世紀中頃
綿、抽糸
縦240.4cm 横88.4cm
個人蔵

14.膝掛チャクスィ＝パンケップ
20世紀中期
絹、抽糸
縦290.0cm 横82.1cm
個人蔵

15.膝掛チャクスィ＝パンケップ
19世紀中期
抽糸
縦320.0cm 横79.0cm
個人蔵
No,12～15のチャクスィ＝パンケップは、両面縫取り織りの技法を用いて織られた三枚接ぎの布を指し、伝統的には王が食後に洗った手を拭くためのものとして用いられてきた。チャクスィは「手洗い」を、「パンケップ」は「膝掛」を意味する。実際の用途はもっと広く様々な場面で用いられる。タシゴン地方で織られ、中央に吉祥菱形文様が確認できることが多い。

16.男性用衣装ゴ
20世紀
絹
長155.0cm 幅196.0cm
ブータン王国国立博物館
ゴは、ブータンで最も一般的な男性用衣装である。やや膝上のシンプルな形の衣装で、動きやすくするために、脇は三角の当布が施されている。袖の長い白いシャツの上に着て、シャツの袖をゴの袖の上に折り返す着方が主流である。ゴの下に着る白いシャツの袖の折り返しや襟から出る幅は地位によって異なり、地位が高くなるほど幅広になっていく。

17.女性用衣装キラ
20世紀
絹
151.0×236.0
ブータン王国国立博物館
女性用民族衣装、キラ。複数枚の布を縫い合わせた約1.5×2.5メートルの布である。身体に巻きつけて着用する衣装だが、インドのサリーなどとは巻き方は異なる。キラを着用する際には、まず長袖のオンジュを着、その上にキラをコマと呼ばれるブローチと帯で着つける。伝統的スタイルのフル・キラは、上半身と下半身を共に覆う大きさがあるが、現代では下半身のみを覆う巻きスカート状のハーフ・キラが普及している。



２.ブータンの民族衣装


20.男性用衣装ゴ
20世紀
野蚕（ブラ）
長148.0cm 幅325.4cm
ブータン王国国立博物館

21.男性用衣装ゴ
20世紀後期
絹
長152.0cm 幅208.0cm
ブータン王立織物博物館

22.男性用衣装ゴ
２０世紀初−中期
抽糸
長118.0cm幅92.0cm
個人蔵

23.男性用衣装ゴ
1950—1975年
綿
長121.0cm幅90.0cm
個人蔵
23で紹介されているゴは、両面縫取織の技法で織られていて、裏地も施されている。

24.男性用肩掛けカマール
20世紀初−中期
抽糸
縦384.5cm横109.6cm
個人蔵
カマールは、中央を白地、両端を赤地にした三枚構成の肩掛けで、村の長や高僧などの要職にある男性によって用いられる。現在はブータン各地でこのような肩掛けは織られている。

25.女性用衣装キラ
20世紀
絹
縦158.0cm 横248.0cm
ブータン王立国立博物館
キラの用いられる布には非常に多くの種類がある。これは、キシュタラあるいはクシュタラと呼ばれるタイプのもの。白地に片面縫取織で精緻な文様が織り込まれている。このような片面縫取織は、表面から見ただけでは華やかな刺繍に見えるが、裏を返してみると全くその模様が出ていない。



26.女性用衣装キラ
19世紀後期
木綿、ウール、金属糸
縦140.0cm 横240.0cm
ブータン王立テキスタイルアカデミー
キラの織技法には片面縫取織、両面縫取織、浮織、平織、綾織の技法があり、一枚の布が単独の技法のみで織られることもあるが、数種類の技法が組み合わされて一枚の布の中に表現されることもある。これは三枚の布を接ぎ合わせて一着に仕立てているもの。平織で布を織りながら、経糸（たていと）を拾って文様部分にだけ色糸を織り込んでいる。裏側からは色糸が見えない片面縫取織で織られている。

27.女性用衣装キラ
20世紀後期
木綿、絹、金属糸
縦154.0cm 横244.0cm
ブータン王立テキスタイルアカデミー
キラにはデザインや地色、素材などにより多数の呼称がある。このキラは地色が黒のため、ゾンカ語で黒を意味するノシャム・キラと呼ばれる。そこに色鮮やかな文様が片面縫取織で表わされている。端の方に生命の樹文「シングロ」が織られている。

28.女性用衣装キラ
20世紀後期
木綿、絹
縦142.0cm 横236.0cm
ブータン王立国立博物館
キラの素材には、絹、木綿、野蚕ブラ、ウールなどがある。中でも、最も上質なのは絹で織られたもので、それらは祭礼など特別な場で着用され、世代を超えて受け継がれていく。ここに表わされている組み紐のような模様も、チベット仏教の古典的な模様である。

29.女性用衣装キラ
20世紀中期
野蚕（ブラ）
縦130.0cm 横270.0cm
ブータン王立織物博物館
地色と異なる色糸の経糸を文様になるよう織り出す技法を、経浮織（たてうきおり）という。ブータンの織物において最も頻繁に使われる片面縫取織に次いで、度々用いられる技法である。このキラのように、赤地に黄色あるいは赤地に白色の経浮織がストライプ状に配置されたタイプのものを、アイカプルと呼ぶ。ここではその間の無地部分に片面縫取織が併用されている。



30.女性用衣装キラ
20世紀中期
絹、金属糸
縦137.0cm 横276.0cm
ブータン王立テキスタイルアカデミー
経浮織と片面縫取織の併用のキラ。経浮織部分は、黄色の地色に緑色あるいは赤色で模様を織り出す、ルンセルマと呼ばれる。経浮織の布は糸の細さや本数によって「～の脚」と言い、使える布のランクが身分によって定められていた。数が多いほど上等になる。ブータンの織物の工程中、経糸を準備する整経は必ず2本単位で行われる。このキラは7つの脚（つまり経糸14本）があり、「7つの脚のルンセルマ」と呼ばれ、上等の部類に入るものである。

31.女性用衣装キラ
20世紀
野蚕（ブラ）
縦120.0cm 横264.0cm
ブータン王国国立博物館
文様部分に野蚕ブラが使用されたルンセルマ・キラ。ブータンのブラは、数ある野蚕の中でもエリ蚕という種類である。一見、木綿と見紛うような質感を持つ。現在では、ブラは貴重な素材である。



32.女性用衣装キラ
20世紀後期
絹
縦140.0cm 横268.0cm
ブータン王立織物博物館
経浮織の中で、赤地に黄色で模様を織り出した布をメンチマタと呼ぶ。ここには、経浮織のない平織部に片面縫取織で、様々な模様が示されている。神聖なものの象徴とされる万字模様や、シングロが表わされている。さらに、このキラは経浮織部分の経糸の本数から11脚（経糸22本）で、細い糸を使用している。このようなキラが最上級の布とされている。

33.女性用衣装キラ
20世紀後期
木綿、絹
縦145.0cm 横276.0cm
ブータン王国国立博物
全面に片面縫取織で花模様を表わした、華やかな表情のキラ。この片面縫取織は、刺繍でいうサテンステッチのように面で埋めるサンマと、チェーンステッチのように線を表現するティマが主な技法としてある。織りは、一日数センチという気の遠くなるような作業である。しかし、その担い手であるブータンの女性たちは、織ることに手間と時間を惜しまない。上級品を任されるほどの織り手たちは、現在でも競うようにして、技術やデザイン性の向上を目指している。

34.女性用衣装キラ
20世紀後期
ウール、絹
縦146.0cm 横240.0cm
ブータン王立織物博物館
ウールに絹で文様を表わしたキラ。織幅が狭く、10本の布を縫い合わせて一枚に仕立てられている。一般的にウールはブムタンなどブータン東部で織られる。格子の中にひとつずつ置かれた文様が特徴的である。文様部分は片面縫取織によるもの。

35.女性用衣装キラ
現代
ウール、絹
縦146.0cm 横222.0cm
ブータン王立織物博物館
No34と同じくウールに絹糸で文様を表わしたキラ。また11本の布で縫い合わせられている。菱形あるいは三角形の多彩な花模様が散りばめられたデザインは、現代に生まれた新しい意匠で、ペサルと呼ばれる。ブータンの優れた織り手は、従来の柄と織技術を使いながら、その組み合わせで新しい文様や独自のキラを続々と作りだしている。織り手は、織そのものの技術だけではなく、時に織技術以上に、そのデザイン能力の高さが求められるのである。

36.女性用衣装キラ
20世紀
ウール
縦140.0cm 横132.0cm
ブータン王国国立博物館
ウールのみで織られたキラ。表面の文様の表れ方から、No35同様の片面縫取織によるものと考えられる。組み紐模様と四角い模様の連続が整列しているデザインが特徴的である。

37.女性用衣装キラ（クシュタラ）
19世紀後期
抽糸、綿
縦258.8cm 横141.8cm
個人蔵

38.女性用衣装キラ（クシュタラ）
19世紀中−後期
抽糸、綿
縦260.5cm横144.1cm
個人蔵

39.女性用衣装キラ（クシュタラ）
19世紀後期
抽糸、綿
縦247.2cm 横133.6cm
個人蔵
40.女性用衣装キラ（クシュタラ）
19世紀中−後期
抽糸、綿
縦242.0cm 横132.0cm
個人蔵
座機で織られた三枚の布を長方形に縫い合わせた、伝統的なキラ。その中でも最も注目に値するのが、このクシュタラである。クシュタラは、元来王家の衣装とされ、特別な場合にのみ着用されたものである。そのため、絹が用いられることが多く、また白地にはティマやサンマと呼ばれる、繊細かつ複雑な文様の織り上げが施される。

41.女性用衣装キラ（ラセ＝サオタラ）
19世紀中−後期
抽糸、綿
縦258.1cm横146.3cm
個人蔵

42.女性用衣装キラ（ノシェム）
20世紀初期
生糸、金糸、綿
縦254.4cm横146.2cm
個人蔵

43.女性用衣装キラ（ノシェム）
20世紀初−中期
抽糸、綿
縦244.0cm横134.3cm
個人蔵
No,42とNo,43ノシェムとは、本来青地のキラを意味する。No.42の場合は、赤色のボーダーが目立つが、No.43からその鮮やかな紺色の地色が伺える。

44.女性用司法（ルンセラマ）
20世紀初期
生糸
縦276.2cm横144.6cm
個人蔵
ブータンの浮文織は、地を作り出す経糸の他に文様を表わすための経糸を加えて、緯糸の上に浮かせて文様を織り出す。そして、その地の経糸と文様の経糸は異なる色のものを用いる。黄色地に臙脂、赤色と緑の経糸で浮文織を施したものを、ルンセラマと言う。

45.女性用衣装キラ（メンシィ＝マタ）
1950−75年
綿、ウール、金糸
縦254.3cm横143.7cm
個人蔵
No.44同様に浮文織のキラである。このように臙脂、赤色に黄色の経糸で浮文織が施されたものを、メンシィ═マタと言う。


46.女性用衣装ホタ・キラ
20世紀中期
ウール
縦130.0cm 横204.0cm
ブータン王立織物博物館
栗色と青色で染められた十字文があるキラ。このような多色の縞に十字文の組み合わせは、ブータンの北側に位置するチベット由来のデザインである。キラの他、テゴなどの衣服の一部にも用いられる。

47.女性用上着テゴ
20世紀
ベルベット
幅167.5cm 長50.0cm
ブータン王国国立博物館

48.女性用上着テゴ
20世紀
木綿、絹
縦128.0cm 横60.0cm
ブータン王国国立博物館
上着のテゴ。No.47はベルベットの紺色とその光沢がモダンである。本展の出展作品の中で、唯一の素材である。

49.女性用上着ノーナム＝トートゥン
1950–1975年
抽糸、綿
縦62.0cm 横49.0cm
個人蔵
キラの上に羽織る、主に東部ブータンに住む女性の着用する軽い上着。動物の文様があしらわれることが多いが、形はシンプルで裏地はなく、両脇裾には切り込みがあり、平織のウールで縁取られている。

50.女性用上着トゥコ
20世紀初−中期
ウール
縦80.0cm 横50.0cm
個人蔵
腰丈の分厚いウールで作られているため、山岳地帯に住む女性用の上着と考えられる。裏地はなく、同じ生地で袖口にカフスが付けられている。



51.女性用肩掛けラチュ
20世紀
野蚕（ブラ）
縦138.0cm 横59.0cm
ブータン王立織物博物館
ブラで織られたラチュ。横縞の間に配置された文様は両面縫取織で織られている。そのため、片面縫取織と異なり裏側にも文様が現れる。赤紫に近い色味の茜色は、おそらくラック染めである。ラックとは、ラックカイガラムシの分泌物を使って赤を染める染料のこと。ラックはブータンの伝統的な天然染料だが、現在使われている染料の多くはインド産である。

52.女性用肩掛けラチュ
20世紀初期
綿、抽糸
縦276.9cm 横65.5cm
個人蔵

53.女性用肩掛けラチュ
19–20世紀
抽糸
縦384.5cm 横109.6cm
個人蔵
No,52同様儀式用婦人肩巻。高官を迎える時には左肩に掛ける。また、ラマ僧との接見の時にはショールのように両肩に掛けて垂らし、それで口を覆ってラマ僧に話しかける。

54.女性用エプロンドンケプ
20世紀
絹、紋織絹、木綿
長78.0cm 幅54.0cm
ブータン王立織物博物館
キラの上に前かけとして着用されるエプロン。チベット文化では、エプロンは既婚者であることを示すが、現代ではほとんど見かけることがない。ただ、多彩のストライプの絹布を3枚接ぎし、上部左右に三角布をつけるデザインはチベット式のものである。なお、ブータンでは伝統的には結婚式を行わない。しかし、近年富裕層や外国留学経験者の間で披露宴を行うようになってきており、それにしたがい新婚の祝い品として民族衣装の布を送ることもある。

55.ラヤ族女性用衣装
20世紀
ウール、竹など(上着)
長73.0cm 幅145.0cm
ブータン王国国立博物館
チベットに接するブータン北部を中心に住む少数民族のラヤ族は、独自の民族衣装ラヤッパを身に着ける。ここには上着、下衣、竹で編んだ帽子のヤナ、ネックレスにエプロンがある。上着の襟や袖口に中国の紋織布が使用されている。

56.ラヤ族女性用衣装
20世紀頃
ウール
縦101.6cm 横210.9cm
ブータン王立織物博物館
ラヤッパは、ブータンのかなり古い時代からの衣装であったと考えられている男女同型の巻衣である。しかし、現在ではラヤ族男性の大部分がゴを着ているために、ラヤッパは男女異型と誤解されることがある。この衣装は、ウールの綾織布を3枚接ぎ合わせて仕立てられており、着用する際には巻きスカートのように下衣として着る。

57.ラヤ族女性用上着ジャロ・ホタ
20世紀後期
ウール
長79.0cm 幅162.0cm
ブータン王立織物博物館
黒いウールと縞布ホタで作られた上着である。このような厚手の織物は高地での生活には欠かせない。毛織物を作る際には、自給可能な家畜のヤクの毛で作る。羊のように一頭丸々刈りとるのではなく、織物に適した部位の毛を少しずつ刈り蓄え、必要量に達した時に織物する。

58.帯ケラ
20世紀初期
綿、生糸、抽糸
長237.7㎝幅47.8㎝
個人蔵
ケラは、キラやゴを着用する際に腰に締めるベルトとして使用される。男性は、ゴを着用する時、ケラを締めたところにできた懐に椀や刀など様々な持ち物を入れて運ぶ。

59.帯ケラ
20世紀初期
綿、生糸、抽糸
長247.9㎝幅39.9㎝
個人蔵

60.帯ケラ
20世紀初期
綿、抽糸
長305.4㎝幅45.3㎝
個人蔵

61.レインコートヤタ・チャルカプ
20世紀
ウール
縦118.0㎝横120.0㎝
ブータン王立織物博物館
ブータンでは昔ヤクや羊の毛を織った布が雨除けとして使用された。夏のモンスーン期には、彼らにとって雨被いは必需品で、歩く時はいつも背負っていたという。No.61、62はウールの雨被いで、文様は片面縫取織の技法で表されている。

62.レインコートヤタ・チャルカプ
19世紀後期
ウール
縦176.0㎝横110.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー

63.マフラーヤタ
20世紀
ウール
縦320.0㎝横46.0㎝
ブータン王立織物博物館
ブータンでも日本と同様寒冷時にマフラーが使用される。マフラーの素材は主にヤクやウール。高機の幅に織られた布に、ピンク、青、赤、オレンジ、緑の色彩による様々なモティーフが片面縫取織で散りばめられている。

64.マフラーヤタ
20世紀後期
ウール
縦340.0㎝横44.0㎝
ブータン王国国立博物館

65.貫頭衣キシュン
18世紀
木綿、野蚕(ブラ)
長119.0㎝幅78.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
キシュンはブータンの衣装ではめずらしい貫頭衣スタイルである。かつては、宗教舞踏や式典の際に高僧が着用していた。シンカに類似しているが、両脇の三角当て布はなく、かわりに縫取織による文様が施される。この縫取織の技法は、キラに見られる縫取織と同様で、手紡ぎ木綿の平織に野蚕による片面縫取織が施される。天然染料で染められている。ブータン東部で古くから存在してきたキシュンに使用される片面縫取織などの文様織りが、西部から広まった女性用の衣服キラの文様へ取りこまれていったという仮説が立てられる。

66.貫頭衣キシュン
18-19世紀
イラクサ、ウール
長127.0㎝幅83.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
ブータンではイラクサの繊維を使ってユラという布が織られる。このキシュンはイラクサの平織に、ウールの片面縫取織で動物文などが施されている。天然染料で染められている。イラクサの布は、19世紀まで多くのブータン人に着用されていた。イラクサとは、ブータン南部の照葉樹林帯の樹下に生育している植物である。この草の皮から繊維をとり、糸を作り、布を織る。一時期イラクサ織物は姿を消してしまったが、現在は再興の動きにある。

67.貫頭衣キシュン
19世紀
木綿、イラクサ
長125.0㎝幅91.0㎝
ブータン王立織物博物館

69.貫頭衣キシュン
18世紀
綿、抽糸、ウール
長131.5㎝幅42.2㎝
個人蔵

70.貫頭衣キシュン
18世紀
綿、抽糸、ウール
長136.4㎝幅42.6
個人蔵

71.貫頭衣キシュン
18世紀
綿、抽糸、ウール
長140.8㎝幅39.4㎝
個人蔵

72.貫頭衣シンカ
18世紀
ウール、絹、その他
長119.0㎝幅86.0㎝
ブータン王国織物博物館
シンカは、ブータンの民族衣装の中ではたいへん珍しい貫頭衣形式である。古い様式を伝えるものと考えられている。構成は、赤または青のウールと脇の三角形の当て布というシンプルなものである。一方、デザインは首周りと脇の三角布に施されたアップリケによって変化に富んだ印象を与えている。貫頭衣のシンカやキシュンは、ブータン東部に遺されて、シャーマニズムの伝統を受け継いでいると言われる。宗教儀式の際にはシンカが着用され、舞踏が行われる。ウールの深い青色は藍染めによるもの。世界的に藍をとる植物として、日本や中国の中・北部で使われるタデアイ、ヨーロッパのタイセイ、インドを中心とした広範囲で使われるインジゴ、沖縄や台湾、中国南部や東南アジアで使われるリュウキュウアイの4種が挙げられ、藍染色用植物の4大文化圏を作っている。ブータンの藍はリュウキュウアイである。

73.貫頭衣シンカ
19世紀
ウール、木綿
長123.0㎝幅84.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー

74.貫頭衣ラオシンカ
18世紀
ウール、絹
長119.2㎝幅37.3㎝
個人蔵
これは、赤(ラオシンカ)のウール地を使用したシンカである。

75.貫頭衣ノシンカ
18世紀
ウール、絹、ビロード
長123.5㎝幅33.2㎝
個人蔵
これは、青(ノシンカ)のウール地を使用したシンカである。


76.貫頭衣ラシンカ
18世紀
ウール
長111.7㎝幅41.5㎝
個人蔵

77.女性用留め具型ブローチコマ、ジャプタ
19世紀
金、銀に鍍金、トルコ石
全長74.0㎝
ブータン王国国立博物館
伝統的な留め具（No.78）の形状をコマに取り入れたもの。二つのピンを繋ぐチェーンが胸元を飾り、華やかな印象を与える。

78.女性用留め具ティンカプ
20世紀
銀
全長23.0㎝幅6.4㎝
ブータン王立織物博物館
ブータン女性の民族衣装キラは、一枚の大きな布を体に巻きつけ、両肩で前後の布を留めて着用する。このような大きなピン状の留め具でキラを留める方法はコマが現れる以前の古いスタイルである。

79.女性用ブローチコマ
20世紀
銀
高2.0㎝径5.8㎝
ブータン王国国立博物館
コマは、第二代国王ジグメ・ドルジ・ワンチュクの治世までに登場したブローチで、ブータン女性の民族衣装キラの着用には欠かせないものである。裏側の両端に爪状の鉤(カギ)が付いている。大きな一枚の布であるキラを体に巻きつけ、左右の肩でキラにコマを引っ掛けて吊り、帯を固く締めて着用する。

80.女性用ブローチコマ
20世紀
銀に鍍金、緑色の石
径7.0㎝ブータン王国国立博物館

81.女性用ブローチコマ、ジャプタ
20世紀
銀に鍍金、トルコ石(コマ)
高2.7㎝径7.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
コマの多くは銀製で、透かし彫りや鍍金によって花や龍の文様が表現される。チェーンのジャプタで繋がれたものが多い。チェーンには金剛杵(しょ)や法輪、エンドレス・ノット(永遠の結び)といった宗教的あるいは吉祥的モティーフが繰り返される。ネックレスのように女性の胸元を飾るチャームポイントにもなる。


82.女性用ブローチコマ、ジャプタ
20世紀
銀に鍍金、緑色の石
全長39.0㎝
ブータン王国国立博物館
二つのコマを繋ぐジャプタには、エンドレス・ノット(永遠の結び)のモティーフが使われている。

83.お守りガウ
19世紀
銀
最大径9.4㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
ブータンは、インドの大師グル・パドマサンバヴァによって7世紀に仏教が伝えられる以前は悪霊によって征服された土地であると考えられていた。ブータンの多くの場所はサドゥという悪霊によって占拠されていた。お守りは、悪い力を避けるために、人が棲まない地域を通る旅人、戦いへ赴く兵士などによって、首にかけられた。お守りは目的によって形や大きさ、素材が異なっていたが、種類を問わず、お守りの内部に聖なる経典が丸めて納められた。お守りは布や粘土、竹や固いワックスもしくは金属で作られた。このお守りは中央の石が失われ、下げるための紐が付属している。


84.お守りガウ
20世紀
銀、トルコ石、赤色の石
径9.5㎝
ブータン王国国立博物館

85.レインコート用ブローチ
20世紀
銀、トルコ石、赤色
長13.7㎝幅15.2㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
ヤクや羊の毛で織られたレインコート(雨被い)を背負う際に、胸元で留めるためのブローチ。裏側にはコマ同様に向かい合った鉤状のピンがあり、布にひっかけて使用する。

86.女性用頭飾りルムナン
19世紀
銀、トルコ石
全長22.0㎝幅1.5㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
中央部にトルコ石が象嵌(ゾウガン)され、左右に三本のチェーン、その先に大きな輪がついており、額上部に着用する。特別な場合に使用された。

87.耳飾りシンチュ
20世紀後期
金、トルコ石
高2.0㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
耳飾りは金製あるいは銀製で、トルコ石やその他の貴石を象嵌したものが着用されてきた。

88.腕飾りドプチュ
19世紀後期
銀、トルコ石
最大径7.1㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
かつて女性たちはこのような腕飾りを身につけていたが、近年、より軽いものが好まれるようになっている。ドプチュでは、銀や金が特別なデザインで彫金される。これは、花文様が巡らされ、端にトルコ石の象嵌が施されたものである。

89.指輪ズキ
20世紀後期
銀、トルコ石
高2.0㎝幅1.2㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
指輪は女性、男性ともに着用される。指輪は金銀細工師によって制作され、トルコ石や猫の目を意味する瑪瑙(めのう)などの貴石が象嵌される。魔除けとして、金の指輪が特に好まれる。

90.指輪ズキ
20世紀後期
銀、赤石
高2.0㎝幅1.2㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー

91.指輪ズキ
20世紀後期
金、トルコ石
高2.0㎝幅1.2㎝
ブータン王立テキスタイルアカデミー
これは、ブータンで指輪の素材として好まれる金で作られたものである。

92.耳飾りジュル
現代
人造サンゴ、トルコ石、ジェット
径27.5㎝
ブータン王立織物博物館
ジュルとは元来珊瑚を示す言葉であるが、珊瑚で作られることが多いネックレスの総称としても用いられる。ブータン女性の民族衣装の胸元を飾る必須アイテムのひとつである。

93.首飾りジュル
現代
赤石、トルコ石、真珠
全長91.6㎝
ブータン王立織物博物館
赤、緑、白の３色のコントラストが女性の首元を鮮やかに彩る。左右対象の規則的なデザインである。


3.ブータン王室


94.初代国王ウゲン・ワンチュクの帽子
20世紀
金襴、銀に鍍金
高13.0cm 径27.0cm
ブータン王国国立博物館

95.第二代国王の衣装ゴ
20世紀初期
絹
長142.0cm 幅194.0cm
ブータン王国国立博物館

96.玉座カバーティケプ
20世紀
ウール、木綿
縦69.0cm 横130.0cm
ブータン王立織物博物館

97.玉座カバーティケプ
19世紀
ウール、木綿、野蚕（ブラ）
縦28.8cm 横63.0cm
ブータン王立テキスタイルアカデミー

98.天蓋
19世紀
木綿、野蚕（ブラ）
縦98.0cm 横54.7cm
ブータン王立テキスタイルアカデミー

99.王妃の衣装ウォンジュ
現代
絹
長57.0cm 幅190.5cm
ブータン王室

100.王妃の衣装クテ
現代
絹
長60.0cm 幅190.5cm
ブータン王室

101.王妃の衣装キラ
現代
木綿、絹
縦122.5cm 横237.5cm
ブータン王室

102.国王の衣装ゴ
現代
絹
長152.0cm 幅161.0cm
ブータン王室


担当
1〜15(野尻夏帆)
16、20〜24、94〜103（津川健）
17〜19、25〜57（小島茉莉子）
58〜93（河崎杏菜）
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